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　　田辺元教授から小西総長あての手紙（6枚のうちの最初の1枚）
（鰺坂名誉教授御所蔵。先生の御厚意により複製のうえ，掲載させていただきました。）
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てほんとうにお世話になった一人の人間として，
こういった大問題に当面された小西先生に対して
心をこめて，間違いがないように，大変失礼だが
自分の思うことを卒直に申しますと書いてありま
すね。候文でございますけれども
　「機を失しては後に悔を胎すことと存じ，失礼
　を顧りみず，御考慮を煩わし奉り候次第に御座
　候。これは総長としての先生に文学教授として
　の小生の申上候所に無之多年，公私の御恩義に
　預り居候小生が，先生の御苦心を御察し申し上
　げ，卒直に所懐を申上げ御参考に供し候事云々」
　とこう書いてございます。まことにこういった
書き方もあるものかと思わせるような手紙でござ
います。法学部教授がそろって辞表をお出しにな
った。滝川助教授をやめさせろという文部省の干
渉があったのでありますね。これに対して大学の
自治を守るため，法学部教授達が全員辞表を出し
た。大変なことですよ。考えてごらんなさい。京
大法学部全員が辞表を出したとしたら，それはえ
らい事です。小西先生は総長として如何に大学の
自治を守るか，大変苦労された。田辺先生はその
お姿をみて，自分はこう思いますと書いてある。
“今見てみると，文部省と総長と法学部とこの線
で京都大学は動いていると，他の学部はほとんど
関係がないようにみえてくると。。田辺先生，そ
の頃，評議員であったようでありますね。是非次
の評議会に問題を出してもらいたいと，これは一
法学部だけの問題ではない，京都大学全体の問題
だとね。そして当然，滝川助教授は復職すべきで
あり，法学部教授会が辞表を撤回すべきだと，全
学の動きにしてもらいたい。わたくしはそのよう
に思うと，こういうことを縷綾と述べておられま
す。いっか折りをみてこれを全部印刷にして皆様
のお目にとまるようにしたいと思っております。
哲学者田辺先生が，大学の自治を守るために，あ
の事件にどうお考えなったものか，そしてそれを
本当に，一文学部教授じゃない，長年世話になっ
た者として懸命に小西総長を助けなければならな
いという立場から評議会にこの問題をおかけにな
ったがよかろうと，こういうことでございますね。
問題はしかし意外に終りました。小西先生はいつ
も言われましたね，やっぱり自分が大学の自治を
守ろうと懸命にやったんだと，鳩山文相と何回会
ったか。ついに残念ながら体がもたなかったとね。
君たちも体は大事にせよと，こうおっしゃってお
りました。皆さん方これから日本もいろんな事に
出会うだろうと思われます。私たちはそれを懸命
に解決しなければなりません。それには健康でな
ければいけません，心身共にね。もし小西先生の
健康が続いたならばどういう具合になったものか
想像するだけであります。
　小西先生という方はこういう字をお書きになっ
た。読めませんですよ。こういう手紙が来るんで
す。私は近衛通りの大学の学生寮にいたのですが，
葉書にばあ一っと書いてある。「来い」というの
か「来るな」というのかどうもわからない。電話
をかけてお尋ねしてみますと来てもらいたいんだ
と。そこで急いで先生のお宅に行ってみますと，
今日は日曜，頼まれているから字を書く，墨をす
ってくれと。そして墨すりのご注意がある・墨は
力を入れてすっちゃいかんとおっしゃる。十くら
いの女の子になったつもりですれ，と。それで30
分ぐらいすりましたか。墨汁を半分入れましてね，
あの時には，7，8枚お書きになったか，私にも
一枚，とお願いしますと「お一，お一，書いてや
る」と言って書いていただいた。今，私の大学の
学長室に掛けてございます。“躬行は教えの本な
り“，これは言志録にある「躬行を以って教うる
は教えの本なり。言わずして教うるは教えの神な
り。不言，言わざるは教えの神なり」と。これ実
に立派に書かれてあります。先生は達筆でしたよ。
これは私が静岡で若い視学をしている時に先生は
ね，果物は柿がお好きでありました。次郎柿の出
る農学校がありまして，そこからわずかでしたが
お送りしたらそのお礼でありますね。なんかあり
がとうと書いてあるんだけれども，どうも読めま
せん。これが先生でありました。昔の教授と弟子
というものの間柄は，親と子，あるいはこれ以上
のものがあったのではないかと言っていいであり
ましょう。
　昭和12年4月22日，わたくしは29才。どういう
わけですか，視学を命ぜられた。浜松の師範学校
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で3年おりました。そして視学になり，やがて視
学官の仕事，教育行政の仕事をおおせつかった。
話をうけまして，すぐ先生に電話したんです。
「先生，若い私に視学になれといいますが，どう
でしょう」と言ったら，先生「う一ん」と言われ
た。「よかろう」と，それで視学を拝命した。そ
うすると2日ばかりたった時，この手紙がまいり
ました。初めの方には京大出身，哲学出身のある
人をどっか師範学校にとれないかという，それが
書いてある。そして「露骨に念の為申し候。御承
知の通り，視学となると色々の意味から教育家よ
り時に贈答品などあり，それが嵩み積り，遂に各
地に疑獄事件起り来る次第なり。土地の産物にて
高価ならざるもの，または一または何でしたか，
これちょっと読みにくいんです　　なんとかなる
お菓子位は世間一般の交際上の情誼として差支え
これなく，しかれども最近この方面に神経が鋭く，
これらの品物も特別の場合は別として，原則とし
て断るよう，または返品して潔癖を示すくらいが
丁度よろしく候。商品切手のごときは必ず直ちに
返送して然べき候。なかなかやっかいなものにご
座候。呵々」と書いてある。視学になると，もの
をもらうぞと，もらうなよと，その辺の菓子折ぐ
らい，このぐらいはまあ世間一般のつき合いでい
いかもしれんが，それもなるべくもらわんがいい。
商品切手はすぐに送り返せとね。こういうことを
手紙に書いてくる人はありがたいですよ，これは。
親ですがな。私はこれをものにも書き，人にも話
しますけどね。こういったものが本当に恩師とい
うもんだろうと。普通書きませんぞ，こんなこと
は。私も教え子は，もっとも視学になっておりま
せんが，ですけども，どこどこの大学の助教授に
なった，こういうことは慎しめということはまだ
書いたことはないです。そのうち書こうと思って
ますけども。本当にありがたい先生だったと思い
ますね。ですから，全部小西先生に従いました。
誤解している人があります。大変温厚な人であっ
たもんだから，あの滝川事件をてきぱき処理しな
かったという，それは間違いです。そうじゃなか
った。非常に強く京都大学の自治を守り，どのく
らいがんばられたか。ついに心身強度の疲労でお
退きになったという，こういうことであります。
　西田幾多郎先生の名前が出ました。先生の字は
今日もそこにはってある。これは小西先生のお母
さまが亡くなられたその時に会津若松市小西重直
様と。西田先生の書であります。これも処理して
いるうちに出て参りました。こんなきれいな文字
ですね。〔提示する〕今日ご覧になる文字もそう
だと思いますけどもね，これは西田幾多郎先生が
小西先生に対するおくやみの。「敬，その後ご無
沙汰致し居り候。承り候えば御令母様，御病気の
ところ御療養かなわされず，終に御逝去の由，貴
兄はじめ皆様愁傷の御事と深くお察し申し上げ候。
もはや御高令の御事とは存じ上げ候が，いっまで
も親は親であり，無限の寂漠をお感じの事と存じ
候。まずはお弔いまで，余は拝眉の上，草々。9
月11日西田幾多郎　小西重直様」こういったきれ
いな字が書いてごぎいますね。これをお廻ししま
すからご覧下さい。西田先生の宇でございます。
どうぞ。
　さて，小西先生がお退きになりますと，京都大
学の教育学は西田門下の秀才であった，いや秀才
という言葉は先生に対して失礼かもしれない。そ
れは秀れておりますけども，実に人間の素直な，
本当に純情なよく出来た木村素衛先生が後を継が
れた。木村教育学は根底は西田哲学でありましょ
うね。小西哲学は根底はルソー，ペスタロッチで
あります。谷本哲学は，教育学は根底はヘルバル
ト，っまり，まずヘルバルトが入ってきて，つぎ
は小西先生のルソー，ペスタロッチ，フレーベル
になる。木村先生で西田哲学に立った教育学を打
ち立てられた。こういって間違いないと思います。
詳しくこれを読みたいという方は，まず先生がお
書きになった「表現愛」という，岩波から出た大
変きれいな哲学の本がございます。美学論といっ
てもいいでしょう。そしてまた，教育論といって
もいいかと思います。あの「表現愛」をまずお読
みになること。そして「国家に於ける文化と教育」
これはヘーゲル哲学を中心に国家の問題を説き，
そして教育の問題が説かれている。あのまん中ご
ろに教育愛の問題というのをきれいな文章で書い
てございますがね。今日は持ってきておりません
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が，私は自分の著書の中に，大変長い文章，先生
にお借りして書いています。教育愛というものを
説いたものとしては，実に優れた立派な論文であ
ります。お読みいただきたいと思います。先生は
体の弱い方でありました。にもかかわらず，良く
お書きになった。わたくしが浜松師範に初めて行
った時に，こういう手続をいただいております。
こういった字を書く方。ちょうどこれは西田先生
のさっきの字とそっくりですね。先生に傾倒すれ
ば字までも似てくるかと思う。これは木村先生の
字。木村先生という方は学部卒ではない選科の卒
業ですよ。文学士という称号はございません。文
学博士は持っておられますけれども，体が弱く長
年寝てて，学部学生じゃなくて，選科で西田先生
の講義を聞いたという方であります。字まで似て
ますね。こう書いてある。F「お手紙ありがとう。
御在京の日が短くて，ともに語る日を多く得られ
なかったことは実に残念です。」ちょうど私は軍
隊に参っておりました。初めは篠原助市，長田新
という先輩がみえて講義をなさった。木村先生に
替りまして，まだ助教授であります。木村先生の
講義は少ししかお聞きできませんでした。11月に
軍隊を終って，2月10日これまでわたくしは木村
先生の講義は一回か二回しか聞いておりません。
ですから，多く語る日をもたなかった。残念だっ
たと大変御親切に。「新学年を迎えられて，新し
い希望が輝いてることでしょう。師範的牢獄から
若人の霊を解放してやってください。」“師範的牢
獄wと書いてある。先生は広島の高等師範，広島
文理大で助教授として講義されていた。哲学の講
義。そして広島から京都大学文学部教育学の助教
授で帰ってこられた。高等師範というものをよく
わかっておられました。師範的牢獄から若人の霊
を解放せよと書いてある。「窓からみていると，
木々の梢が赤らんで水を吸い上げてきました。あ
あいう風にすくすくと大胆に光を慕って伸びる生
命を守りたいものです。この頃の気候不順はひど
いですね。ちょっとした風邪がそのために治り切
らないで，軽いものばかり読んでその日を送って
います。御自愛精々，4月3日　木村素衛」こう
書いてある。やあ，実にいい手紙ですよね。私は
こういう手紙を自分の教え子に書いたことはない
です。いけないなあと思います。こういう手紙を
くださったのが私どもの恩師でありました。学問
的なヘルバルトが入って来，そして小西先生でル
ソー，ペスタロッチ，フレーベル，この花が咲き，
木村先生で西田哲学を根底にした教育学ができた。
まさに「国家に於ける文化と教育」がそれで書か
れた。東大から京都大学に非常勤で講義に来られ
る方は，必ずあの「国家に於ける文化と教育」と
「表現愛」は読んで来たという。京都に来てきっ
と木村さんの弟子たちは手強いぞというので読ん
で来たとね。
　“時は永遠の影である。と西田先生が言ってお
られますね。どうこれを理解しますか。一人一人
違った立場で理解があるだろうと思います。桑影。
をいったいどう考えるか。“時。をどう考えるか，
“永遠。というものをどうみるか。　黙時は永遠の
影である。，そうしますと時というものはすでに
70年過ぎた，90年過ぎた，やがて100年といいま
すけども，いつも永遠の影として一点に結集する
ことができる。西田先生の哲学はむずかしい哲学。
今，我々は子ども，若い学生たちを前にして黙時
は永遠の影である。という立場で彼らをみている
でしょうか。うっかりしますと教壇の上から偏差
値ばかり問題にしている。共通一次をやるかやら
んかばっかり考えておる。文部省がそうであり，
教育の現場がそうではありますまいか。時は永遠
の影，人間は何か，その教育とはどういうことか，
かって私どもが優れた三人の恩師によって演じら
れたああいう教育学というものを取り返してみた
い。いや，そうなきゃいけないと思います。しみ
じみとね。
　大変光栄な場所と時間を与えてもらいましたけ
れども，いかほどのことも申せませんでした。か
えって主催者に対して失礼であったかと思います
けれども，これでもって終りたいと思います。あ
りがとうございました。（拍手）
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